


施工面積は 38.07［坪］である。表５における太陽電

池モジュールは１枚あたりの価格を示す。太陽電池モ

ジュールの合計枚数は、年間の電力消費量と年積算発

電量の収支がゼロになるよう、発電量の最も多い壁面

から順に設置して決定する。建設費用は UA 値や断熱

化に伴うコスト※７により変化し、断熱化に伴うコスト

は UA 値が２倍になるごとに 50,000[ 円 / 坪 ] 減または

100,000[ 円 / 坪 ]減を検討する。

2.6　投資回収年数の算出 : イニシャルコストにランニ

ングコストを加算したものをライフサイクルコストとす

る。ZEH 仕様モデルのライフサイクルコストが従来仕様

モデルのライフサイクルコストを下回る年数を投資回収

年数とする。

3　解析結果

3.1　東京における年間発電量及び年間消費電力量 : 図

５に東京における年間発電量及び年間消費電力量を示

す。年間発電量と年間消費電力量の収支がゼロである。

3.2　各地域における投資回収期間 : 図６に東京の建設

費用 (a) における投資回収年数、図７に各解析条件に

おける投資回収年数を示す。投資回収期間が最長及び

最短な case は caseAと caseDである。東京において、

同じ解析条件下で投資回収期間が最長なのは caseA の

UA 値 0.3［W/(m²・K)］と UA 値 2.4［W/(m²・K)］の

31 年であり、最短なのは caseD の UA 値 0.6［W/(m²・K）］

と UA 値 1.2［W/(m²・K)］の 24 年である。
4　まとめ

　同じ解析条件下で比較を行う場合、投資回収期間が

最長なのは caseA であり、最短なのは caseD である。

また、同じ解析条件下での投資回収期間が最短である

組み合わせは、UA 値 0.6［W/(m²・K)］と UA 値 1.2［W/
（m²・K）］である。東京の投資回収期間が最短である

組み合わせは caseD の UA 値 0.6［W/(m²・K)］と UA 値

1.2［W/(m²・K）］である。
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太陽電池モジュール[円/枚] 45,600 ○ -

パワーコンディショナー[円] 25,000 ○ -

設置工事費[円] 58,000 ○ -

エアコン[円/4台] 600,000 ○ ○

建設費用[円/戸] 建設費用(a),(b) ○ ○

補助金[円/戸] 700,000※６ ○ -

イニシャルコスト ＋ － ZEH仕様モデル 従来仕様モデル

 表５　断熱化に伴うコスト

 表４　イニシャルコストの内訳

UA値[W/(㎡・K)] 建設費用[万円/坪] 各UA値毎の差額[万円]

0.3 70 2,665
0.6 65 2,475
1.2 60 2,284
2.4 55 2,094
0.3 80 3,046
0.6 70 2,665
1.2 60 2,284
2.4 50 1,904

建設費用[万円/戸]
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コスト(a)

５
[万円/坪]

建設費用
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10
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注釈
※１　ZEH とは外皮の断熱性能等を大幅に向上させるとともに高効率な設備システムの導入
　　　により室内環境の質を維持しつつ大幅な省エネルギーを実現した上で、再生可能エネ
　　　ルギーを導入することにより年間の一次エネルギー消費量の収支がゼロとすることを
　　　目指した住宅のことである。( 経済産業省、資源エネルギー庁、「ZEH ロードマップ検
　　　討委員会とりまとめ」)
※２　温度係数とは太陽光発電システムの運転状況における太陽電池モジュールの温度から
　　　日射強度による平均温度を算出し、その結果を用いて発電する。
※３　パワーコンディショナーとは太陽電池モジュールからの直流電流を交流電流に変換す
　　　る機器である。
※４　再生可能エネルギー固定価格買取制度における 2018 年の価格である。
※５　電力会社の内訳は、札幌…北海道電力、新潟…東北電力、東京…東京電力、福岡…九
      州電力である。
※６　ZEH における補助額 :700,000[ 円 / 件 ]( 戸建住宅における ZEH 支援事業 ( 経済産業
      省及び環境省担当分 )の補助制度の概要 )
※７　断熱化に伴うコスト ( 断熱材の材料費や施工費等 ) は建築工事費そのものに不明瞭
　　　な点が多いため、本研究では 50,000[ 円 / 坪 ] 及び 100,000[ 円 / 坪 ] と仮定している。
参考文献
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図７　各解析条件における投資回収年数

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

caseA caseB caseC caseD caseA caseB caseC caseD

UA値0.3[W/(m²・K)] UA値0.6[W/(m²・K)]

南面30度発電量 北面30度発電量 南垂直面発電量 エアコン電力消費量

機器電力消費量 給湯電力消費量 換気電力消費量

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

年
間
発
電
量

年
間
消
費
電
力
量

caseA caseB caseC caseD caseA caseB caseC caseD

UA値0.3[W/(m²・K)] UA値0.6[W/(m²・K)]

南面30度発電量 北面30度発電量 南垂直面発電量 エアコン電力消費量

機器電力消費量 給湯電力消費量 換気電力消費量

 図５　東京における年間発電量及び年間消費電力量
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図６　東京の建設費用 (a) における投資回収年数
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